
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第７教区第１５２番峰全院 

住所：福島県白河市表郷番沢字原１１ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が半壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 
・精神的にも肉体的にも疲労している。 

・寺院所在地の放射能線量は不明。行政の除染は進んでいない。 

檀信徒の現状 ・放射能汚染を心配し、転居している方がいる。 

地域の現状  － 

復興の状況 ・９割程度復旧が進んでおり、３年以内に完了する見込みである。 

（H25.8.7現在） 

  

本堂の内外に足場を組み、外壁や漆喰の塗壁工事等の改修工事に取り組んでいる。（撮影日不明） 


